
 

 

  

～笑顔とやさしさいっぱいの田井小学校～ 

学校評価だより 
令和８年度前期 

田井小学校 
Ｒ８．９．16 

 

 

田井小学校は「自分で考え、進んで活動に取り組む子の育成」「自他を認め、共に高め合う子

の育成」「自分の健康を考え、元気に生活する子の育成」を重点目標に教育活動を進めています。   

前期学校評価の結果と今後の取組の概要についてお知らせします。 

 

 教育目標の具現化のために、知育・徳育・体育部会で教育課題を明確にしてその解決を図ってい

ます。学校職員が児童・保護者の皆様を対象に行うアンケートや学力・体力テスト等や日々の児童

の様子から実態を分析し、改善策を考えます。学校評価計画に基づいた、目指す子どもの姿や、子

どもが目標に向かうための方策について、職員が子どもたちと共有し、活動や取組への意識を高め

ていくための「レベルアップ朝会」を各部会で実施しています。 

９月 11 日（金）に行われた学校運営協議会では、協議会委員の皆様にこれまでの取組の進捗状

況について報告し、説明しました。協議会委員の皆様からは、学校の取組と児童の頑張りを認めて

いただくとともに、読解力の向上やメディアとの関わり方等について、ご助言・ご意見をいただき

ました。いただいたご助言やご意見を受け、10月の全校朝会では、学校評価結果について子どもた

ちに分かりやすく説明します。その後、各学級の実態に応じた指導を行って課題解決のポイントを

確認し、目標達成に向けて子どもたちの意識を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月 レベルアップ朝会【体育部会】 

［メディアを使わない遊びをやってみよう］ 

 ９月 第２回学校運営協議会 

 ［学校評価についての熟議］ 

 

学校評価について 



 

 

◆目指す姿「よく考え、対話をする子」について 
【児童アンケート】 ～友達に自分の考えを分かりやすく説明したり、自分が分かるまで質問したりしていますか～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童アンケート】 ～対話をすることで自分の考えを広げたり、深めたりできましたか～ 

 

 

 

 

 

 

 

上段のグラフ｢自分の考えを分かりやすく説明する。分か

るまで質問する｣は、92.7％、下段のグラフ「対話により、自

分の考えを広げる。深める」は、92.7％の肯定的評価となり、

後者は最高評価の割合の上昇が見られます。 

これは、「田井は対話をする」を合言葉に、独立行政法人

教職員支援機構が提示する「対話的に学ぶ具体的な場面を表

すピクトグラム」を用いて、学習過程の質的改善を図ってきた成

果だと考えます。２学期に各学級で実施する研究授業におい

て、対話についてさらに子どもたちに意識させ、質の高い対

話ができるようにしていきます。 

 

◆目指す姿「基礎基本の学習内容や方法を身に付け、進んで学ぶ子」について 

 児童アンケートではありませんが、各学級で国語・算数のワー

クテストで目標得点以上を獲得できた児童は81％でした。今年度

もＩＣＴサポーターを講師に、職員対象の講習会を開き、個に応

じた課題の出し方や、宿題の確認についてなどの便利な機能につ

いての共通理解を図っています。タブレット端末を活用し、ドリ

ルパークを用いた学習への取組活用は定着してきました。ドリル

パーク以外にも、子どもが自分に合った学習方法を身に付けてい

くことができるよう、ＩＣＴを利活用していきます。 

☆後期の取組 

 

 

 

 

自分で考え、進んで活動に取り組む子 

○対話を生む手立てをさらに工夫し、自分の考えがより広がり、深まるように促す。 

○主体的・対話的で深い学びを目指した、各学級における研究授業を実践する。 

○ドリルパーク等を利用し、児童が計画的に自学に取り組めるよう、家庭と連携した学習習慣

の確立を目指す。 

【知育部会】ICTサポーターによる指導 

［タブレット端末の使い方］ 
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【知育部会】６月レベルアップ朝会 

［対話を深めていくために］ 

知育部 



 
 

◆目指す姿 「自分に自信をもつ子」について 
【児童アンケート】～学級の活動や委員会活動、行事等で自分の役割を一生懸命にがんばりましたか～ 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 100％と、高い値となりました。今年度も、友達のよ

いところやきらきらと輝いた場面を木の葉に見立てたカードに書

き、掲示していく「きらきら すてきの木」の活動に取り組んでいま

す。また、田井小の児童は、係や委員会活動など、決められた活動に

まじめに取り組む傾向があります。当たり前にやる日常活動ですが、

しっかり行っている姿をこれからも教師や友達が認め、成長を実感

できるようにします。 

 
◆目指す姿 「友達と共に成長する子」について 
【児童アンケート】～あいさつ運動やなかよしデー、児童会の活動、学級の活動に友達と一緒に進んで取り組みましたか～ 

 

 

 

 

 

 

【児童アンケート】～掃除や帰りの会、なかよし班の活動などの振り返りの場で自分や友達のよいところを言えていますか～ 

 

 

 

 

 

 

95.1％、87.8％と高い肯定的評価となりました。あいさつ運動や各委員会活動、なかよしデー等

の活動を通し、友達と一緒に取り組んだり、清掃、給食、帰りの会等で、友達のよかったところを

伝える活動を行ったりしたことが高評価につながったと思います。高い数値ではありますが、「自

分や友達のよさに着目する」点は目標にあと一歩及ばなかったため、レベルアップ朝会等でその視

点を紹介していきます。また、様々な活動において、目標が達成できたかどうかをグループ内でし

っかりと話し合うようにするなど、振り返りを大切にすることで、なかよしフレンズ班で遊ぶ良さ

や活動の意義について子どもたちと確認し、共有していきます。 
 

☆後期の取組 
 

 

 

 

 

○「きらきらウイーク」等の取組により、一人一人の輝いているところを見つけ合う。 

〇一人一人が役割のある活動に取り組むようにし、各活動の振り返りを大切にする。 

〇なかよしデーや学級の日の活動を、よりいろいろな児童が活躍したり、関わったりできる

遊びになるよう工夫する。 

自他を認め、共に高め合う子 

【徳育部会】きらきらすてきの木 

［友達のよいところ見つけ活動］ 

30

27

32

8

8

9

1

3 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7(前期)

R7(後期)

R8(前期)
よく当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない

32

29

30

4

8

9

3

1

2

0

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7(前期)

R7(後期)

R8(前期)
よく当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない

28

27

26

8

11

10

2

1

5

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7(前期)

R7(後期)

R8(前期)
よく当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない

徳育部 



 

ｐ 

◆目指す姿「楽しく元気に体を動かす子」について 

【児童アンケート】～運動のめあてを立て、めあてに向けて運動しましたか（体力テストの中の２種目について）～ 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、「前期：体力テストの中から２種目を選んで

自己評価」、「後期：持久走と縄跳びについて自己評価」

と、子どもたちがより自己評価しやすくなるように、内容

を絞りました。その結果、肯定的評価をした子どもは、全

体の97.6％と高い値となりました。子ども一人一人が、自

分が特に頑張る種目を決め、ゴーゴータイムでコツをつか

んで自信をもって取り組むことができた成果だと考えま

す。これからは、10月の持久走記録会に向け、全校で元気

に取り組んでいきます。 

◆目指す姿「よりよい生活習慣づくりに励む子」について 

【児童アンケート】 ～メディア以外の時間の使い方を工夫できましたか(R8 より一部文言変更）～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

78％の子どもが肯定的な評価をしています。令和７年度後期と比較して、ほぼ同程度の結果でし

たがまだ十分とは言えません。また、見附市共通の児童アンケート「ふだん（月曜～金曜）１日あ

たりどのくらいの時間、ゲームやインターネット、スマートフォンなどでのメッセージアプリ等を

利用しますか。」では望ましい時間を達成できた児童は 56％と低い数値でした。 

一方、元気アップ週間において、家の人と決めたメディア利用のルール（時間帯・場・時間等）

を４日以上守ることができた児童は 100％で、高い数値となりました。「元気アップ週間」では、

目標に向かってメディア以外の時間の使い方を工夫できたといえます。これらの結果から、生活習

慣を改善するためには、メディアとの付き合い方について「元気アップ週間」だけでなく、各ご家

庭でルールを決め、通年で取り組んでいただくことが必要だと考えます。先日の学習参観「SNS学

習」の講演で「納得できる話し合いが大切である」という話もありました。家庭と学校のより一層

の連携にご協力ください。 

☆後期の取組 
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自分の健康を考え、元気に生活する子 

○体育授業では鉄棒運動や持久走と縄跳びに重点を置き、ワークシートやICTを有効活用し、

運動量の確保と段階的な指導で一人一人に達成感を味わえるようにする。 

○家庭と学校との連携を深め、メディアとの付き合い方について粘り強く働き掛けていく。 

【体育部会】ゴーゴータイム 

［体力テストに向けて］ 

体育部 


